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会員の皆様こんにちは、今回は沖縄の史跡・文
化財探訪と題して県内の道路に関する史跡・文化
財をご紹介します。
うるま市勝連にある『比殿農道』と呼ばれる農

道を御存じでしょうか？
長年、村人は農耕地に通うため急崖な山道を登り

降りしていましたが、この交通難を解消するため、
昭和 7 年から同 10 年にかけて断崖を掘削して築か
れたのか比殿農道です。岩を割って取ったという

建設経済研究所の推計では、建設技能労働者の
減少が 2005 年～ 10 年のペースで続いたと仮定す
ると、10 年に 266 万人だった技能労働者は 15 年
後の 25 年に 141 万人（10 年比 47%減）まで半減
するということです。復興事業や東京オリンピッ
クの加速化でやや持ち直し、減少が一時的に緩や
かになることがあっても、労働者人口の減少、高
年齢層の大量退職が続くことで中長期的な減少は
避けられないとしています。沖縄県内でも、技術
者の後継者不足は深刻で県建設産業団体連合会に
加盟する 556 社が 2015 年度に計 664 人の採用を計
画していましたが、実際にはその 6 割の 266 人し
か採用できていないことが同連合会の調査で分か
っています。公共投資や建設需要は堅調に推移し
ている中、求人しても人員が集まらない状況が常
態化しています。各業界団体では琉球大学工学部、
専門学校、工業高校へ新規採用の働きかけをして
いますが期待どおりの成果あがっているとは言え
ません。

平安名集落を通る比殿（ヒドゥン）農道

意味から『ワイトゥイ』と呼ばれているそうです
が、驚くのはその工事がすべて人力で行われてい
る事です。
金鍬や石
割棒だけ
で長さ約
150mに
渡り岩を
くり抜き
、高さは
最高所で
20mもあ
るそうで
す。この
農道を散
策すると
垂直にそ
そり立つ
断崖の高さに「本当に人力だけでこの農道を築い
たのか」と圧倒されるとともに、３年に及ぶ難工
事を完成させた先人達の努力に歴史ロマンを感じ
ます。
この農道は、うるま市の指定文化財にもなって

おります、お近くを訪れる際は是非ご覧になって
みて下さい。

【建設営業部 久高 将一郎】

県内建設業の労働災害による死傷者が 2014 年は
174 人と 13 年から 2 割（30 人）増え過去 15 年間
で最多となったと沖縄労働局では発表しています。
原因が人手不足によるものかどうかは推測の域を
出ませんが、職場環境の悪化が事故に結びつくよ
うなことがあっては、人
材確保にも影響が出るで
しょう。人材不足に対応
するため、建設業界では
約 3%しかない女性の技
術者を増やすため、業界
が採用や登用への数値目
標や、工事現場周辺に託
児所設置などの提言を行
っています。また、装着
ロボを使って力の弱い
女性、中高年のために作
業が軽減されるなどの取
組も効果があると思われ
ます。他業種でも人手不足感は顕在化しており、
建設業界でも対応が急がれます。労務賃金の引き
上げ、社会保険の加入促進や女性の登用、中高年
の活用など労働環境の整備と共に適正利益で企業
体質を強化することも併せて求められます。

ワイトゥイの近くにある案内板

器具装着で40㎏を楽に持ち上げる!

技術講習会を開催しました。講習会には 23 社 48
名の参加がありました。始めに阿部技術･積算委員
長が「時代の変化に合わせ、技術力の向上と研鑽
に努め、社会のニーズに応えよう」と挨拶しまし
た。第一講義は「舗装の維持・修繕について」と
題して大成ロテック（株）九州支社の毛利行洋氏
が、道路鋪装ストックの老朽化に対処するため、
鋪装を合理的かつ効率的に維持管理していく必要
があるとして、そのための管理目標の設定や調査、
維持修繕の各種工法について講義をしました。
第二講義は沖縄

しまたて協会技術
環境研究所の玉城
喜章氏が「沖縄に
おける橋梁の損傷
状況、損傷要因及
び対策」について
と題して講義しま
した。橋梁の損傷
劣化は沖縄の過酷
な自然環境で塩害
や使用材料など様
々な要因が影響し
ているとして具体
的な損傷状況を取
り上げ、その要因
と対策について紹
介しました。
第三講義では沖縄
総合事務局南部国
道事務所の小波津
秋乃氏と平良有衣
氏が「二輪車事故
を抑制するための
対策」、「道路整備
によるストック効果
について」と題し
てそれぞれ講義し
ました。
小波津氏は県内

の二輪車走行特性
や、事故特性を分
析し二輪車レーン
の設置や広報によ
るマナーアップに
ついて検討した結
果を発表しました
。平良氏は道路の
供用後に道路交通
サービスが利用さ
れる効果、道路整備に伴うストック効果について

開会の挨拶、阿部技術･積算委員長

第一講義の毛利行洋講師

第二講義の玉城喜章講師

④第 3回幹事会 支部会議室
12月 22日（火）12：00～

実際の事例を元に、効果があったか整理･検討した
結果を発表しました。講義の後質疑応答があり、
活発な応答が続きました。講習会終了後、CPDS
受講証の交付がありました。

11月 17日（火）に 15社 17名の参加を得て第 111
回道路美化清掃活動を行いました。
天候に恵まれ良いお天気でしたが、夏に戻った

ような暑い一日でした。太陽はまぶしく照りつけ
道行く人々は、皆半袖か T シャツ姿でした。これ
も温暖化が進
んでいるせい
でしょうか。
この冬はクー
ラーを入れて
正月を迎えそ
うです。

太陽の熱と暑さの中、ゴミを集めました!

会場では多数の受講者が、講師の言葉に聞き入っていた！

第三講義の小波津秋乃講師 第三講義の平良有衣講師


